
令和8年令和8年

5月13日㈬～8月5日㈬5月13日㈬～8月5日㈬
15:00～16:3015:00～16:30 15:00～17:0015:00～17:00

日 程

対 象

講座の
特色

定 員オンライン（ZOOMウェビナー） 15名
・病院・医療法人の 事務長・経営企画担当者
・医療DX・データ活用担当者
・情報システム担当者

①毎回演習＋宿題
②最終的にDXツールが完成
③谷田病院のDXを推進する技術にふれる

会 場

参加料

那須  照広 氏

特定医療法人谷田会 谷田病院
IT担当　主任

198,000円HMS会員
（法人・個人会員）

【税込】

（180,000円）
本体価格

209,000円（購読会員） （190,000円）
220,000円 一　　  般 （200,000円）

自院が生き残るための医療DX講座（全12回）
～院内開発だからこその最速・最適化・低コスト～

自院でDXを実装できる人材を育てる
院内開発型 医療DX実践講座

～外注に頼らず院内データと業務自動化で進める実践医療DX講座～

講 師

半導体の開発を経て40代で医療分野
へ転身。総合病院の法人本部等での経
験を経て、2020年より医療法人谷田
会 谷田病院に入職。事務主任として医
療者からのニーズより業務の自動化・
分析を実践し、学会発表も多数行う。
Google OR-Tools による自動勤務
計画手法を確立し、国内初の学会発表・
論文発表に至る。

　近年、医療ITを取り巻く環境は大きな転換期を迎えています。これからは、院内の課題に院内で直接向き

合い、小さくても着実な改善を積み重ねていくことが、医療現場の将来を左右すると感じています。学会発

表などを通じて多くの医療機関の皆様に視察いただく機会を得ましたが、「自院にはこのような人材がいな

い」とのお声を伺うたび、もどかしさを覚えてまいりました。専従IT担当は必須ではありません。専任または

普通のパソコンスキルを持つ方が実践的なノウハウを得ることで、自院に合った改善を形にしていくことは

十分可能です。本講座が、その第一歩となれば幸いです。　　　　　　　　　　　　　　　　 那須  照広

＜プロフィール＞

講師メッセージ

【助成金活用企画】本講座は、厚生労働省「人材開発支援助成金」の対象となる可能性がございます。
事前に所管の労働局へご確認のうえご活用ください。

お申し込み方法 お申し込みは、セミナー申込書にご記入の上、FAXにてお申し込みください。折り返し申込内容確認書兼請求書をFAXいた

します。参加料は、指定口座にお早目に（原則 開催1週間前までに）お振り込みください。ご入金確認後、開催日3日前に「受

講用URL」をお送りいたします。お申し込み後のキャンセルの受付は、準備の都合上セミナー開催日の1カ月前までとさせ

ていただきます。以降の参加料の返金は致しかねますので代理出席をお願いいたします。催行人数に満たない場合は、中

止となる場合があります。その場合はセミナー開催日の１０日前迄にご連絡させていただきます。なお、可能な方はWebか

らのお申し込みをお勧めいたします。



5/13（水）
15:00▶16:30

住　所

法人及び
施設名

T E L F A X

e-mail（必ずご記入ください。）参加者氏名 所　　　属 役　　　職

〒

申込日　　　月　　　日 FAX.03-6910-2878

「申込欄」に必要事項をご記入の上、FAXにてお送りください。
折り返し請求書をFAXいたします。
振込名義　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
振込先:三井住友銀行　本店営業部　普通預金　７５７７１６２　
名義：カ）ホケンイリョウフクシサービスケンキュウカイ

⇧Webからの
お申込はこちら

自院が生き残るための医療DX講座　～院内開発だからこその最速・最適化・低コスト～　申込書

〒100-0014 東京都千代田区永田町 2-17-17 アイオス永田町
TEL：03-6910-2870   FAX：03-6910-2878   E-mail：info@hifsk.co.jp

日　程 プログラム

15:00▶16:30

5/20（水）

15:00▶16:30

5/27（水）

15:00▶16:30

6/3（水）

15:00▶16:30

6/10（水）

15:00▶16:30

6/17（水）

15:00▶16:30

6/24（水）

15:00▶16:30

7/1（水）

15:00▶16:30

7/15（水）

15:00▶16:30

7/22（水）

15:00▶16:30

7/29（水）

15:00▶17:00

8/5（水）

本セミナーで習得いただく技術の概要紹介と perl, R のインストール
宿題：自院で困っている事案、DX化でもっとも効果があると思えるものを整理し、
         報告いただく。それを受けて二回目以降実践スクリプトの内容をfine tuneします。

限られた時間で最短最速で開発する道具 Perl①
・ データ型　・配列　・制御 if while for

限られた時間で最短最速で開発する道具 Perl②
・Perl の基本関数　・正規表現

限られた時間で最短最速で開発する道具 Perl③
・データ構造 ( リスト , 連想配列 , 多次元配列 )

限られた時間で最短最速で開発する道具 Perl④
・実際の実務で使用している perl の説明

Windowsを統べるPowershell①
・Powershell で行う自動処理　・ファイル操作

Windowsを統べるPowershell②
・Powershell で実装するRPA

Windowsを統べるPowershell③
・Powershell で実装するメッセンジャー

Rによる自動化・分析①
・データ読み込み　・基本関数

Rによる自動化・分析②
・グラフ作成　・統計処理

Rによる自動化・分析③
・オープンデータ　・架空データによる実際のスクリプト

発表会 参加者からの発表、今回習得したスキルでこれをこんな風に院内課題を
DXで実装したいといった発表。構想レベルで可。
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